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'物
の

背

負

具

に
‘

「

れ

ん

じ

や

く

一

と

云

ふ

簡

單

及

道

具

が

あ

つ

、

J i
}
さ

れ

て

ゐ

る

も

の

が

あ

る

。
共

の

形

は

場

所

に

ょ

つ

亡

多

少

の 

差

違

が

あ

る

ら

し

S
?

或

は

燴

ぎ

や

す
.い様

に
！！
！

に

常

る

部

分

の

,
-  

一-,'..
 

.  

:

ry
.
 

r.
 

■*.

織
が
廣
く
年
た
べ
な
つ
て
ゐ
る
の
も
あ
れ
，ば
、
>木

の

枠

砂

つ

，
い

た 

の
&
あ
る
。
夸

フ

し

ね

繩
.0
廣
い
挪
分
や
$

枠
に
，は
裝
飾
的
な 

.:揽
樣
や
«
;1
,
,1'̂
彩
を
持
つ
^
も
の
ち
^
る
-と
^
事
で
あ
る
.̂
、！.:
 

，

「

れ
ん
じ
や
く
.

」

ず
恐
ら
く
素
#
な
繩
狀
の
6
の
で
あ
つ
.た
,
 

こ
れ
が
荷
物
挪
搬
に
軍
要
^
‘る
役
肖
を
報
し
た
時
代
が
あ
づ
た
フ 

ノ 

.

独
f

、
連
傕
座
、
速
雀
商
人

^
泉

流

奴@

- ¥
--
1
.連

雀」

、
：^ '
羅

に
' -
0

.

_^ !

な
物
で
，御
座
る
。，V-
の
^

ら
け
な
い.難
で
，荷>
5て
も
：不 

都
、合
に
御
座
る0
:斯
様
に
連
馑
に
致
し
負
、

5
て
參
^-
は
、
齡

ル

が. 

ら
ど
れ
.へ
学
b

5と
顧
で
御
座
る

』

c
ir
l
;
-

1

V
‘と
办
&
様
に
、
，
：商
人'
. 

ば

F

れ
ん
じ
や
く
 J

 

.で
商
品
を*
1>
'
で
.
^
#
,
べ

«'
た
0「

れ
ん
^'
:
や

. 

^'
•
•滴

4
_§
¥
1
!
5
^

竊
->
>に

漏

、1 :
ん
^'
來
も
：|
だ
.げ
.で
； 

そ
ぅ
し
た
商
人
を
梢
ず
运
に
な
り
、
、逆

に

「

衝
雀
町」

•と
^
ふ
地 

名
$
へ
現
は
れ?:
。「

れ
.ん
じ
や
く
商
人

」

及

び「

連
雀
町j

に
つ 

,
_ぃ
て
は
4>
,姆

均

氏

本「

近
世
城
1
町

の

，
硏

究

」

办

咻

で

觸

れ

ら

れ 

て
-ゐ
る
。
、
郎
ち
找1
4ょ

れ

ば「

れ
ん
じ
や
く
商
ん
は®
行
商
人」

，
 

I

翁

I

れ
、i

雀
？

は
f

速
1

人
の
集
る
町

」

吖

.

六

一，

广
パ
四
三
七W
，

し

パ
‘



ノ：.k

v

s 
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.述
婼
町
、
述
潘
独
、
述

德

前

人

>

 

.

•

,
ン

1

證

_
賺

^

^

:

擬
 

m

_

摘
_

篇

、1

截

漏

讓

：取
1

1

_

_

1賴

4

■

:, T
彥

极

以

四

に

见

ら

れ

' ^
い

と

去

は

れ.る
に

と̂
.ま
る
，

(

姓
二)

。

.

.，
内

容

，の

深

唐

說

明

七

述

f
f
i
町

が

大

體

朿

闽

に

の

み

名

稱

を

と

^
め 

て
麄
枳
以
四
に
見
ら
れ
な
い
理
山
の
考
察
は
、
氏

の

焦

點

か
::

..
■:ノ 

. 

,
、
.
：
• 

'
.
-
V
. 

•
.
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•
. 

.

:

.
ノ
ち
、外
れ'た
當
然
の
結
张
と
し
て
爲
さ
れ
て
ゐ
な
い|。
こ
、
で
は
氏 

/
の
說
明
を
#

^

し̂
、
時
代
の
背
景
とt
の
盛
衰
を
出
來
る
だ
け

.
, -
:.へ
：
浮

き

：
上

ら

せ

：
,

見

| :
-.
.
_
&
思
ぶ
.

:7
:

,

•

-f
^

T
れ
ん
じ
や
く」

は
漢
字
で
様
々
に
智
か
れ
る
。
速
^
、
連 

.
'
崔
、
速
索
、.雄
尺
、
.敷

r

.:
速
弱
、
斂
着
、
i

>

斂
负
な
.ど
が

l

^

s
遊

養

魔

ば

：: -
)迹

馨

誉
_

双

名

領

甚

_

_

一
ぺ

あ

ら

中

j,

と

包

つ

て-「

連

藩」

を

推

獎

し

て

ゐ

る

が

(

■
!〕
'

こ

-S
で

は

最

名

普

通

の

用

例

を

と

つ

て

以

下

「

連

惟

，
一

を

以

て

そ

れ
一：. ：：

し
.
齒

嵌

る'::
:°. 

.>■
:

.

パ
；

. 

.

.

f

e

C

好
1
基
ー
ー
、
ダ

藤

常

次

郎

共

編

「

狂
言
集
成

」

.五

一

会
 

(

從
ニ〕

.
小
野
ゎ
落「

近
佌
娀
下
邶
の
硏'究」

5

八
丨
九
玎

;
:
;
.
;
:
'

ポ
^

;«
^

^

ボ
_

;0
汰
_
筋

に
:̂
:̂

す
^
所
«'
は
中
侧
の
^
|
:
.

と
關
係
が
あ
ら
、
0
と
沄
は
れ
る
小
野
均
氏
の
#
葉
は
正
し
い
。
現 

，丨
往
ま
で
述
馑
町
仍
町
名
を
殘
す
逝
弛
歡
市
と
雖

6
、
^

0

.

1

0

, 

起
源
は
そ
の
前
身
た
る
中
低
#:
期
の
城
下
の
大
手
に
遡
力
辱
る
？

：：
 

.
^
崎
砂
浪
笹
町
は
そ
の
前
身
»
輪
城
下
に
そ
の
名
を
浓
め
^
れ
、

, 

'ハ
前
■
0.
^
1
誓̂
據
ザ
^

淨

府

此

僧

玄

時

代

办

农

»:
に

連

徵

小

路.
 

，
の

名

が

見

出
^
れ
、
新
械
麵
設
後
も
冗
連
崔
町
の
名
を
殘
し
て
そ

. 

の
^

®
を
示
し
て
.ゐふ
。
濱
松
の
連
僅
卿
は
現
*

で
は
城
ょ
り
遙 

か
離
れ
た'地
域
と
な
づ
てb
ま
つ
た
が
、
天
芷
以
前
は
從
馬
域
の
:'

,
大

乎

に‘
つ

た

と

は

「

溃

松

市

史

」

に

述

べ

ら.れ
て
ゐ
る
。
域
の 

成
立
'以
鄭
地
の
變
吏
を
兑
中
現
存
せ
る
岡
崎
.
掛
川
に
至
：0
.て
.
'

.
'
.
は
-
.
.
.
.
.
^

の
關
係.̂.j.

同
^
て
明
瞭
で̂

る
ァ
こ
れ
ら
す
べT.
が

大
.
.

•
 

-
J 

, 

\

手
筋
に
あ
’る
と1

K

ふ
^
は
、
そ
れ
.̂>
'
の
城
が
單
な
る
#
で
，1'
く
'

,
■
^
11
の
域
と
.し
て
成
、立
^
.た
其
0
年
代
と
赂
々
等
し1く
> J

の
町
が
.
.

、.：...
發
坐
.し
^

事
を
物
I

S

f

o

M

^

:

0

、
々

ょ

り

は

年
<*
成
立
し
、
た'泰
は

確

實

に

沄

へ

る

i
思
ふ
。
然
ら
铽 

赴

ら

の

域

は

、
，
何

時

頃

出

来

た

か

似

明

瞭

に

は

解

ら

^

い
様
で
あ 

る

。
鄕

土

災

に

ょ

つ

て

1
:
1ご
を
，
推

測

せ

ば

、
.鬼

馬

狨

は

斯

波

見

の 

部

將

大

河̂
^ ：
か

永
J E
年
問
初
め
て
城
を
築い

? :
と
运
ひ
、
鉢
形

•

は
上
杉
氏
の
^

^

靈

ガ

文

緊

間

を
'齡

寶

膨

1;
;

ぃ
.

_
は
嚷
野
氏
が
前
者
は
―

年
勝
'
'紙

者

は

延

德

年

問

に

、
-
褂

川

城 

は
厩
川
氏
の
部
將
輒
比
奈
氏
に
ょ
つ
て
明
應
文
®
の

頃

減

，つ

た

と 

1K 
は

れ

る

。
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•

斯
-̂

町
名
の
起
源
を
^
世
末
期
に
見
出
_し
得
る
連
«
町
も
.、
近」 

掀
姚
下
町
の
建
設¥
代
に
は
旣
^
說
锻
過
程
に
入
つ
た
窜
は
、
從 

前
亦
在
せ
し
も
の
も
町̂

^
し

て

漱

え

去

る

、
例

を

】

j
j
l
l
m'
w
せ
る
> 

か
ら
で
あ
る
。
鉢
形
が
そ
れ
で
あ
り
、
彥
稂
も
靜
橺
も
然
り
で
あ 

:
:
'̂-
°
#

形

：
へ
，
證

比

共

C
丧
圖
Jc
_

^

g

4が
、
へ
靜
岡
は
女
書̂

^

:: ^
興
1:
'
'蓋

蓄

砭

聽

釔

喪

失
_
忙

事

來_
旗

を
_
其

外

资.
：：
.

奮
や
文
#

に

鍾

■
幾
r

_
、
：：.叉
後
鞭
に
.

餐

果

漏

^

'.'.: 

^

つ
弋「

速
崔
ま
4」

は
偷
數
多
く
あ
つ
た̂

ぅ

と
想
像
さ
れ
る
o
' 

例
へ
ば
後
述
の
如
く
岩
槻
、松
山
、
川
越
な
ぞ
の
諸
城
下
に
も
一
:
連
一

-•?
' 

■*_  

..... 

..-
V
-
.
.
.
. 

> 

.
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.
.

.-
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’
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'
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.-
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•-. 
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-
.
.
.
.
. 

.. 

- 

V
.
.
V
.
.
.
.

.

述

榷
邮
、
'
'
'
連
犓
炖
、
■
雄

谨

商

人‘ 

•
，

r

«
ま
ち」

办
存
在
が
確
か
め
ら
れ
る
が
V、
こ
れ
は
ま
だ
町
の
發
展
. 

•
.•
が
未
成
塾
で
ぁ
つ
て
地
名
に
ま
で
:^
な
り
得
ず
、
t:
r
市
町
の
ぁ 

.
-■
 

'
つ
た
處
を
抵
す
に
ず
ぎ
な
-か
つ
た
か
.ら
で
あ
ら
ぅ
。
，

••
.:

'
■,
.
俄

胤

の

％M
北

七

就

家

勢

力

の

|=

次

と

，に

ょ

っ

て

、

戰

國

武

將 

の

域

郭

规

榄

が

摘

犬

§-
;
れ

、
^
防

吹

城

で

居

俾

が

不

斷

に

要

求

さ

.

-
.へ：

.
V
. 

,  

.

.

.
- \
 

■■■■■■
 
r
 

.•.

.

.
-
-
'
*
、
*
: 

, 

. 

.
'
•
:
.
•
- 

- 

、
 

•

れ
る
様
に
な
ると
1
城
卞
町
と.し
て
こ
0
發
展
が
そ
こ_に
'急
速
に 

、
现
は
れ‘る
0
勿
論
朿
國
に
於
て
核
畿
內
'及
次
^
れ
以
耽
仍
如
き_
 

:;
*
;朮

上

濃

贫
«
ル
き
汾
化
拟
見̂
れ
私
、
：武
出
の
城
郭
を
^
心
.と 

•し
ね
届
他•激
在
0-
風
：は
爾
贬
則
と.し
ヤ
炎
ば
：
4
為
ー
0
ゼ

が
3 :

そ 

,

•れ
で
も
主
な
る
武-
は̂

手

廻
'1
)
0-
)
-小
氣
者
と
共
に
城
下
に
往
し
、

...

疋
に
»
體
;^
戰
^
.行

-®
'
0.
;
發
锻
^:
.,足
.輕
.小
#:
0
城
^
住
ひ
^ ，
促
進
‘ 

、
し

た

。

斯

様

な

人

ロ

增

加

に

ょ

'る
都
市
.の
需
耍
を
滿
す
た
め
に
、
 

，.■大
手
前
に
市
場
が
成
立
す
る
。
そ
こ
で
連
崔
町
が
大
手
前
に
常
に 

亦
祚
す
る
琪
は
當
然
そ
の
市
場
と
0

關

聯

を

認

め

さ

せ

.^
。

然

し
 

吖
世
は
市
場
の
時
代
ど1K

は
れ
る
程
市
場
が
榮
ぇ
、
城
下
町
に
限 

ら
す
、
.

f

、̂
交
通
の
要
.衝
P
多
數
成
立
し
た
^
;其
は
れ
、、
武

:

f

_

s證

產

の

：■
場

翁

獲

■

は
_
i
:
:國
■

爆
：
.：.

、

1 

-

.
 

r  

' 

/ 

' 

-

,

.

8

I
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♦

罄

埘

、.連
银
座
、
迆

爵

人：

'
:•/
.
'. 

. 

•
 

'
•

名

が

六

所

明

神

な
^
筆

頭
！

T

 

.三
十
'
1ニ^

^

^% 1
け
ら
れ
て，
^
■

、

 

，る
y o
こ

れ

ら

年

代

と

地

域

^

^

く̂
.せ
.る
市
#Ji

連
雀
ま
ち
'
の

存
，
' 

在

が

繁
^
ふ

れ

る0
.は

域

下

町.?
:
名

崧

槻

の"み
で
\ '
他

に
. 一.，#
*
、

)

.

そ
の
存
在
を
見
出
せ
ぬ
事
は
連
雀
町
が
填
尨
る
市
場
ど
の
間
に
何
.
’':
/
/
:
' 

'

ら

少
'-
C
0蓮
適
W

#
し
；允
♦

•'
^

^
外
な
4

'-
^

.

連̂
潘
町
^

;

商̂
.ー，ハ 

,
.认
;'
0
集
る
單
^

4
市
場
の
呼
稱
.で
’な
ぐ
、
そ
',
0
市
.町
：に
領
主
：ょ
'|
)
.
' 

.
/ 

:

)

•&
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